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欧州経済指標コメント：２月ユーロ圏ＰＭＩ速報
～一段の落ち込みは回避したが・・・～
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主席エコノミスト 田中 理（℡： ）

・ ２月のユーロ圏のＰＭＩ総合指数の速報値は （前月は ）と６ヶ月振りに前月から改善モ

メンタムが加速した。内訳は、製造業が （前月は ）と７ヶ月連続で前月から低下し、

年６月以来となる好不況の分岐点（ ）割れを記録した一方、サービス業（活動指数）が

（前月は ）と前月から改善モメンタムが加速し、全体の計数を押し上げた。同指数の水

準は、ユーロ圏の実質ＧＤＰ成長率が前期比＋ ％ちょっと、ドイツが同＋ ％程度、フラン

スがゼロないし小幅マイナス成長に相当するとのこと（発表元の ）。

・ 速報段階で入手可能な国別・業種別の動向は、ドイツで製造業の悪化モメンタムが加速した一方、

サービス業の改善加速がこれを相殺、フランスで製造業がほぼ横這いのなか、サービス業の悪化

モメンタム縮小が全体の落ち込み緩和につながった。過去数ヶ月のフランスのサービス業の落ち

込みは、黄色いベスト運動の影響にしては過大な印象があったが、今月はやや持ち直した。ドイ

ツは製造業の不振とサービス業堅調のコントラストが改めて鮮明に。公表数値から計算したその

他ユーロ圏は、製造業が 割れに転落、サービス業の改善モメンタムが鈍化した模様。

・ ユーロ圏の製造業ＰＭＩの構成項目は、生産が 年６月以来の 割れ、新規受注の悪化幅が一

段と加速。サービス業は活動指数と新規受注がともに持ち直した。雇用判断は、製造業が前月か

ら横這い、サービス業が改善と底堅さを保っている。一段の悪化を免れたとは言え、反発は弱い。

製造業部門の落ち込みがサービス業活動や雇用判断に影響し始めないかが今後の焦点となる。
■ユーロ圏：製造業ＰＭＩ ■ユーロ圏：サービス業ＰＭＩ
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■購買担当者指数（ＰＭＩ、季節調整済み）
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